
 

 

 

 

 

 

県立広島大学 経営管理研究科（HBMS）における入学者選抜の見直し等について 

 

 

１ 要旨・目的 

 県立広島大学大学院経営管理研究科（HBMS）において、幅広い社会人の学修ニーズに応えなが

ら、専門知識と実践力を有する経営人材を継続的に育成していくため、令和９年度から入学定員

を増員することとし、文部科学省に届出を行う。 

 

２ 現状・背景 

○ HBMSでは、これまで県内を中心に社会人学生を確保してきたが、近年、志願倍率は２倍超で

推移しており、また、県内企業からの派遣による社会人学生も安定的に受け入れているなど、

社会人や県内企業等における需要は高い状況にある。 

○ こうした中、HBMS では、令和６年度に SMO※フロンティア研究所を設置し、SMO に関する教

育・研究を進めており、広島県公立大学法人策定の第四期中期計画（Ｒ７.４～Ｒ13.３）にお

いて、SMOに係るカリキュラム開発や、国内外の新需要の開拓、定員拡大等を通じて、「外に類

を見ない唯一無二の MBA」を目指すこととしている。 

※ＳＭＯ（エスエムオー）：Small and Medium-sized Organizationの略 

 

３ 概要（入学者選抜の見直し内容等） 

（１）見直し内容 

令和９年度から入学定員を 10名増員し、１学年 25名から 35名に増員する。 

（２）入学者選抜の実施状況 

区分 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

志願者 
（志願倍率） 

37 
（1.5） 

54 
（2.2） 

64 
（2.6） 

57 
（2.3） 

67 
（2.7） 

61 
（2.4） 

入学者 28 31 30 31 34 33 

 

４ その他〔今後のスケジュール（見込み）〕 

・令和８年７月上旬頃    文部科学省に定員変更に係る届出 

・令和８年８月頃       令和９年度学生募集要項の公表 

 ・令和９年１月上旬～中旬  令和９年度入学者選抜の出願期間 
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令和８年６月 26日 
課 名 環境県民局高等教育担当 
担当者 高等教育担当課長 英賀谷 
内 線 2751 

 


